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繊維の高所劣化に関する報告

安田武・井正一

1 はじめに
トを破ら1953 年の AACK アソナプルナ隊かテソ

われわれはヒマラヤで使用するテれナこ苦い経験から,

ど登山装備の材料である化学繊維の,ソトや口ープな

劣化にっいては以前から深い関心を、ち高所に郭ける

研究をすすめてきた0
ソナプノレ

1956午のチ,ゴリザ遠征にあナこっては,ア
ト地を試ナの、のより2~4倍程度の強度をもっテソ

作し,高斤での劣化がどの程度かを遠征前後の同一試
料にっいて測定した。その結果,とうてい低地では信
じられないくらい大きな劣化が起ることが明らかにな
リ,各関係方面に異常な反轡をよんだ0 わずか1ケ月
半の日数で,テソト地の引裂強度が50%、減っている

とは,高所に郭ける紫外線の量の異常な大きという 、一

さを物証る、のであり,このような場折で長期間の曝
〒テストができるのは,ヒマラヤを浦いてほ力寸こ見当
らぬ AACK のヒマラヤ遠征隊の装備係はこの叩題
にとりくむことを,うれしい義務だと考えている0

今後のヒマラヤ遠征のみならずそれはしの問題が,

宇宙旅行の材料に有機高分子材料が使高々度飛行や,

用される場合に,重要な課題となる可能性があるから
であるロケットや気球による高々度の研究は,短晒
f旦の観測可能な現象にっいて極めて適当な手段である
が,長時間の曝露の影響をしらべる穿は困難である0
高山医学が航空医学を経て宇宙医学に発展し九ように
ヒマラヤに兆ける繊維の研究が,今後の宇宙探検に父
重な資料を提供するのではないだろうか0
しかし,この問題は,世界でもAACKし力汗肝究して
いない非常にユニークなものである0 今後も発展させ
てゆき九いと考えている0

2 測定結果

持ち帰ったテソト生地と,使用していないテソト生
地にっいて,引張強力,伸度,引裂強力,通気度の各
々にっいて測定した結果を第1表に示す0 引裂強力の
異常劣化が注意される。しかしこれらのデータは,テ
ソトが晴天煥算日数にして何日間曝露されていたかの

これは第3表データと比較研究しなけれぱならない0

に示してある0

して,各種繊維の短冊型の小片を縫い今回の試みと

Aわせ九吹き流しとフライシートを作っ九0 」れは各
繊維を同一条件で曝露する九めに作っ九もので,その
測定結果を第2表に示す0

ヒマラヤで使っ九第4表はザイルの強仲度である0
ザイルを日本の袋場で使川することは、つてのほかと
ことがわかると忠、う0し、つ
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註)使用日数約30日, 1日平均6時閻使用
これらの測定結果をみると,比較的短時日の曝路に
よってぃちぢるしい劣化がみとめられる0

自記稜算紫外線計等の機器今回の遠征に際しては,

を持参しナこが,機器が不調のナこめ測定できなかっナここ
とは残念であるしかしチ,ゴリザのときの結果と併
せて,さらに詳細な考察を行って,ヒマラヤの高所に
船ける劣化に関する一応の結論を得九いと考えている
な船,本報止の測定に使川した同一太さの糸を用い
九同一規格の織物は,東洋紡績KK,紡織技術研究所
の好意によるものであり,まナこテソト生地の試仟にあ
九っては,鐘紡綜合研究所,ティジソKK,倉敷レー
ヨソKKの恊力を得た。さらに物理試験にっいては,

以上の御口本化学検査協会中央検査所の援助を得九0
好意,御援助に対し厚く御礼申しあげる0
女献 1)安田;ヒマラヤ高山中に郊ける合成繊維

17 ?'02, 161の異常劣化にっいて,繊学誌,
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第1表テソト生地の強伸度と通気度

地
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斉藤惇生

われわれのチ,ゴリザ,ノシャック,そして今度の
いつも何人かに起っ九高所サノレト戸.カソリ速征で,

浮唖にっいての報告や記述は,まだ他には現われてい
ナいようであるそれで,この高所浮唖という言葉自

一応こう呼んで体も適当かどうか分らないのだが,
差支えないと思う0

北海道大学のチャムラソ,東京大学のバノレト戸'
ソリの一征隊の人の経験を聞くと,やはり高所で浮腫
が発生し九隊員があるとのことである0 その他の日
隊のことは知らないが,恐らく発生しナこのではな
と考えられる0

全身的な浮腫は,心不全,腎不全,肝硬変,脚気'
司養失調などに起るのが普通である0 このように全
的な浮腫が発生するときは,原因がなにであるに
身体に重大な病気,欠陥があるときである0これま'
、゛征で,介険な事態になうナこことは,さいわいよ
_歩間違えぱ重大なことになる症状なのである゜」
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第2表吹流しとフライツー
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原囚は追究され,明らかにされるべきである0
では高所浮腫の発生原因を研究すサノレトロ・カソリ

る手妙めとして,心電計を持って行き,高度の影響で
心電図にどんな変化が起るか調ベてみた0
対笋としては,バラソスのとれナこ完全な栄養摂取,

り問題にされなかっナこ必須脂酸(E・F・特に今まであま

A.)の摂取を考え,食糧を準備しナこ0 これは力・なり
の効果があっ九と思うこの点にっいては,報口書

.カソリの食糧の項目で若千寛見を述ベて「サノレトロ

コすいナこ0

経野!的に見ると,高度順応(ACCUMATISATI0
N)がスムーズに獲得されて,順応以上の労働をしな

この高度順いときは,浮腫は発生しないようである0
これまでもヒマラヤ登山者や高所住民応については,

などを対象として,院床的,実験的研究がされて那り,
ヌ人工的実験室を使う研究、ある0 そして血液,循環
器系,呼吸器系などの生理学的,病理学的変化にっい
て,既に古典灼な知見が得られている0
心電図の高度による変化の研究、,高所住民(フソ
コチャ 4540mなど)で行なわれている0デスのモ戸

一般に心電図に現われる高度影響の所見は別'性心
(CORPULMONA工E)とされている0

この場合は慢註肺性心:急性と慢性があるが,
心臓性をさす。肺循環の抵抗が増す疾患、に見られ,

の右室の負荷が増大する。肺気腫,気管支喘忘,矼
肺などの肺疾患、に起る。心霊図では,右室負荷増大
の所見を示す。即ち,右位型,右室肥大型を示し,
肺性P (1,蛋誘導のPが増高する0)をみること
が多い。

註心電図:生体の組織器管が興務,活動すると
いわゆる電気を発生する。電位差,即ち起電力

(ACTION POTENTIAL)が生ずる0 心臓も各拡動
ビとに起電力を生じ,それにより身体内に電流が流
れ,電位の分布が発生する。この電位変化を身体表
面の2点問の電位羊として,或いは近似的方法によ

時問的に追り身体の表面の 1点の電位変化として,
オッッログラフを用いて撮影しナこ、の0求して,

R
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心モ図の基本型は第1図のようである0 心臓の興奮
は静脈洞→心房→房室結節→心室と伝わる0
Pは心房の興齊過程 の表現とさ

Q.R.S.は心室の興蛮過程
れていろ。

Tは興奮よりさめる過程

クダのトラソジスター直記式の器械を貸心電計はフ

して貰い,電源はガソリソ発電機を使用し九0 この発
寺機は報告書にも述ベたように 3,20omのゴマでは梱
子良く動いナこが, 5,ooom のアドヴプソス'ベース'
キャソプ(A.B.C.)では発火せず苦労しナこ0 酸素を
吸気孔に吸わせてやっと動いナこ0 心電計は小型樫皿で
非常に調子良く故障しなかった0

心電図は出発前京都で,それに山では,ゴマ村(3'
20om) A.B.C.(5,ooom)で撮影した0
1)出発前の心電図について

1) 9例(四手井,加藤,林,斉藤,平井,谷,石
坪,高村,上尾)にっいて著明な異常は認めない0
2)軽度の異常が認められるもの0

谷, P~Q間隔延長(0.28秒)0
岩坪, Q.R.S.高匹位(R 皿2.8mv) 0
その他,林,高村がP~Q力扮.2秒(正常値は0・12,

秒~0.2秒)。

3)運動負荷試験は全例陰性である0
4)垂直位を認める0

Ⅱ)高所の心電図について

a) 3,30omの心電図
(上尾,岩坪,1)既に軽度の変化が認められる0

高村,四手井)

A.B.C.に船けると同傾向の変化が認められる2)

例がある。

b) 5,ooomの心電図

1) 3,30omに校ベて変化は明らかである0
2)病的といいうる程度の変化には到っていない0

高村,平3)撮影しナこ6例(林,谷,上尾,石坪,
時計針方向井)全部に肺性心の傾向を認める0 即ち,

の心臓の回転, Tの低下,逆転をV.~V4 誘導で認め
QRSの増高がある0

4) PQ問隔の短縮,特に延長の消失を認、める0
考えら1 る皿)心霊図において高度順応が不十分と

(M玲ACCLIMATISATION)例の考察,
第2 図,平井例,第3図,上尾例,
1)平井例(5,ooomにおいて)
P :殆ど変化なし0

Q :殆ど変化なし0

R :avRとVb V5で軽度の増1易0

S :Ⅱ,凪, avF, VΞ~V6で明らかにj"0
T :殆ど変化なし0

T : V.~V..で低下もしくは逆転0
U : V.~V'で明らかになっている0

参考データとして,川発前京都で測定した隊員の肺
活量は下のとおりである。

四手井綱彦 3,30OCC 谷 泰 4, 60OCC

加藤泰安 4,80OCC 岩坪五郎 3, 60OCC

林一彦 4,10OCC 上尾庄一郎 4, 70OCC

平井一正 3,30OCO 芥藤惇生 3. 80OCC

高村泰雄 4,70OCC
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即ち,時計針方向の回転と, T低下,などが特徴で
ある。

2)上尾例(5,ooomにおいて)

肺性心の傾向を認める。しかし,右室肥大とは明ら
かにいえない。

N)平井例の考察

(ゴマ)

工

工

P

.マR

NO. 3

それに妓ベて特に著明な変化とは云いにくぃ
3)ヌ,一般的にもこの程度のE.K.G.所見をもっ
て,右室不全と断定できない。

だから,これだけからは,彼の浮腫が,心臓が原囚
とはいえない0 浮腫の原因をはっきりさせる手がかり
を掴むためには,浮腫発生時の臨床症状をE.K.G.だ

けでなく,もっとくわしく,正酢にとらえる必要
があるようだ。

V)ハイ・米ーターの心電図にっいで

彼等はわれわれよりは高所に住むというものの
たいした高度ではない。彼等のゴマ村で撮影した
心電図では,竹に著明な傾向は認められない。ナこ

だ, RavR が若干高く, SISISⅢの哉明な例が
半数程度認められナこ。

Ⅵ)結論

京都, A.B.C.と撮影した,心圧図力らコ^
,

帝占論としては以下のことがいえるだろう。
1)スポーツ心臓の特徴を示す例があった。

2)最初から肺性心の傾向が疑われる例がある
(上尾,岩坪)。

3) 5,ooom においては,企員に肺性心,乃至
は右室負荷垪大の傾向を認めるが,はっきりしナこ
パターソを示すまでには到ってぃない。

4)平井の例で,浮腫の原閃をE.K.G.からだ
けで云々することはできない。

5)ハイ'ポーターの心電図より,彼等の竹徴
的傾向は掴めない。

結局,今回の心電図撮影だけから浮肺の原閃を
はっきりさせることはできないことが分った。高
所浮腫の原閃は,そう単純なものでないようであ
る0 この大きな問題にとりくむためには,もっと

組織的な研究態勢を整えて,恕かける必要がある 0
心電図にしても,発電機力阿瑶母で性能のよいもの
であっナこら,今度でももっと気鰹に撮影できて,
十分なデータが集ったと思う。ナこだ, 5,ooom の
7き'jy'で,ル!'1てヒー'寺、,、、片・、、局所で,特1てヒマラヤ遠征で,心電図を撮影した
のは,われわれが最初のようである。とれを,いとぐ
ちとして,高所浮腫の解明に今後努力を丞ねてゆきた
い0 終りに心電図の分析をしていただいた,南病院の
森棄雄博士(京大内利第三誹座)に心から%礼を申し
あげたい。
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平井は,今度の遠征ではっきりと高所浮腫を起けこ

唯一例である。ビラフォソド1峠越えの偵察後,顔が雁
れ,尿母が一日に 20OC0にも減少けこ。ゴマの心電図
は浮睡の発生前, A.B.C.のは浮卿が発生して恢復し
た後の心電図になる。浮腫が発生してぃる時に撮影し
たら ヌ違った変化が見られたと思うのだが,1峠越え

前のべース・キ十ソプでは,発電機を調整し,動かす
ことのできる状態でなかった。

彼の浮腫依復後,峠越えの輸送に活躍してからの心
園を前述の分析に基いて考えてみると
1)右室負担の増大は認められる。
)しかし,これは全例に同様の傾向が認められ,
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AACK時報 NO. 3

ビッケルシャフトの材翆トカ学的

強度に関する実験および考察その 1

サ△わ

はじめに

近午登山人口の増加にともない,積雪期はもちろん

夏の雪渓などを含めて,ピッケルを使川する登山者が

非常に多くなっている。

ピッケルを駆使する技術は,これを修得するのに相

当の訓練が必要であるが,登山人口が増加した現在で

も,登山者がピッケルを使用する場合には,適切な指

導を受ける必要があることは言うまでもない。現在,

こういった指導,訓練が充分なされているかどうかを

検討するとと、,大きな意義をもつであろうが,ここ

ではこの問題に立ち入らない。

この実験に船いては,ピッケルを長年使爪している

登山者なら,船そらく他人の話しに聞いたか,あるい

は遭遇したと思われるピッケル使用中のツヤフトの折

断に関する問題を取り上げ九。そして,物理的な試験

をすることによって,シャフトの性状を定量的に表示

しようとするのがこの実験の目的である。

これまで,各人の経験のみにょっていたシャフトの

性質が,定量的に一般化されるとしたら,ピツケルの

使用およびその技術指導,訓練の一助となり,ま九実

験過程に郭いて,ある種の改良がなされたり,非破壊

試験によるシャフトの耐力測定が可能になれぱ,有意

毅と思、うからである。

とのレポートは,咋年より京都大学学士山岳会およ

ぴ京都大学山岳部によって,下記の目的をもって船こ

なっている一連の実験の中問報告である。

富田幸次郎・西山

1.ピッケルのシャフトの平均強度について。

2.ピッケルのシ十フトの使用年数と耐力低下につ

いて。

3.ビッケルのシャフトの非破壊試験にょる耐力測

定方法について。

4.ビッケルのシャケトの改良について。

試験概要

1 供試体

現在市販されているピッケル(主に国産,小数の外

国産)のシャフトをフィソガー部分から切断して実物

試験を行なった。材種は,いずれも FraxinuS 属のア

オダモあるいはヤチダモである。

供試体は使用年数にょって3グループに分けナこ。す

なわち,グループ0(MLOA~F, MSOA~F)は

新品,グループ亜(MLⅡ A~E, MS Ⅱ A~E)は

使用年数2年前後,グループN (MLNA~E, MS

夏A.~E)は使用年数三年以上である。ここで,供試

体の材令は立木からシ十フトとして加工された時から

の年数を考慮するのが妥当であるが,現在使用中のピ

ツケルについて,これを調ベることは不可能であるし

シャフトの需用の多い現在,シャフト購入時と加工時

の差は大きいものではないから,この開の材の変化は

無視し,材令として使用年数を用いた。

供よ体に用いたシャフトは,殆んど京大山岳部部員

のものであり,年問の使爪回数は70日前後である。

な船,シャフトはすべて変断面であるので,主要な

簀,1 矧曲げ'試験にチる f庚用昇數一曲げ'不五眼3邑t
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